
日 建 連 活 動 報 告

「
建
築
の
音
響
に
関
す
る
技
術
講
習
会
」開
催
報
告

　
建
築
技
術
開
発
委
員
会
技
術
研
究
部

会
傘
下
の
音
環
境
専
門
部
会
で
は
、会

員
企
業
の
建
築
技
術
者
や
設
計
者
な
ど

を
主
な
対
象
と
し
た
技
術
講
習
会
を
、二

〇
二
二
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
三

回
開
催
し
た
。専
門
部
会
の
活
動
か
ら

講
習
会
開
催
に
い
た
っ
た
経
緯
、講
習
会

の
概
要
と
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

な
ど
を
中
心
に
報
告
す
る
。

一
．
音
環
境
専
門
部
会
の
活
動

　
日
建
連
に
お
け
る
音
環
境
に
関
す
る

最
初
の
組
織
は
、一
九
九
八
年
八
月
、旧

建
築
業
協
会
の
法
改
正
対
応
特
別
委
員

会
傘
下
に
遮
音
性
能
Ｗ
Ｇ
と
し
て
発
足

し
、主
に
品
確
法
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
制
定
・
改

正
へ
の
対
応
を
行
っ
た
。そ
の
後
、中
断

期
間
を
経
て
二
〇
一
七
年
度
に
現
在
の

音
環
境
専
門
部
会
を
新
た
に
組
織
し
、

二
〇
二
二
年
度
現
在
、二
一
社
二
一
名

の
委
員
で
活
動
し
て
い
る
。二

〇
一
七
年
度
の
部
会
発
足
当

初
よ
り
、会
員
企
業
の
技
術
者

に
対
し
て
、①
音
環
境
に
関
わ

る
知
識
・
技
術
の
向
上
、②
集

合
住
宅
案
件
な
ど
で
の
音
環

境
に
関
す
る
指
摘
を
低
減
す

る
こ
と
を
目
的
に
、音
響
技
術

資
料
・
技
術
用
語
説
明
の
作

成
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
公
開
を
進

め
て
き
た
。二
〇
二
二
年
七
月

現
在
で
、音
響
技
術
資
料
は
六

三
編
、技
術
用
語
説
明
は
二
二

編
を
公
開
し
て
い
る
。

二
．
講
習
会
開
催
の
経
緯
と
概
要

　
こ
の
活
動
成
果
を
有
効
活
用
し
、会

員
企
業
や
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、二
〇
二
一
年
度
よ
り
技
術

講
習
会
の
開
催
計
画
に
着
手
し
た
。当
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初
は
、事
例
を
ま
と
め
た
音
響
技
術
資

料
を
中
心
に
、よ
り
実
務
に
近
い
内
容

で
構
成
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、W
E
B

の
ア
ク
セ
ス
解
析
に
よ
り
、基
礎
的
な
事

項
を
ま
と
め
た
技
術
用
語
説
明
へ
の
ア

ク
セ
ス
数
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、第
一
回
は
基
礎
編
と
し
て
、

音
響
的
な
基
礎
事
項
を
中
心
と
し
た
講

習
会
と
す
る
こ
と
に
し
た
。事
例
を
中
心

に
講
義
す
る
事
例
編
は
、最
も
ニ
ー
ズ
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
集
合
住
宅
編
に
加

え
、昨
今
室
内
の
静
か
さ
な
ど
の
音
響
性

能
を
要
望
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
た
オ
フ
ィ
ス
も
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
た
。前
者
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

後
者
は
鉄
骨
造
を
代
表
す
る
建
物
と
い

う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。講
師
は
、音
環

境
専
門
部
会
の
現
委
員
及
び
委
員
Ｏ
Ｂ

が
務
め
た
。計
画
当
初
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
た
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
前

提
に
、可
能
で
あ
れ
ば
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、コ
ロ
ナ

の
感
染
状
況
が
一
進
一
退
を
繰
り
返
し

た
た
め
、準
備
期
間
な
ど
も
考
慮
し
て
完

全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
し
た
。

三
．
開
催
結
果

　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
あ
り
、か
つ
入
退

室
自
由
と
し
た
た
め
、受
講
者
数
を
一

義
に
定
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、概
数

と
し
て
第
一
回
が
三
三
〇
名
、第
二
回
が

二
七
〇
名
、第
三
回
は
二
五
〇
名
程
度
の

受
講
者
を
数
え
た
。講
義
資
料
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
、各
回
と
も
そ
の
一
・
五
倍

程
度
で
あ
っ
た
。受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
、受
講
者
の
五
～
六
割
程
度
の
回
答

が
あ
っ
た
。回
答
内
容
や
自
由
記
述
か
ら

満
足
度
は
高
い
と
読
み
取
れ
、「
今
後
の

業
務
に
有
効
に
生
か
せ
る
か
」と
の
設
問

に
対
し
て
は
、「
大
い
に
役
に
立
つ
」「
役

に
立
つ
」と
回
答
し
た
受
講
者
が
八
三
～

九
〇
％
に
上
り
、音
環
境
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
向
上
と
い
う
目
的
を
十
分

達
成
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
音
環
境
専
門
部
会
で
は
、今
後
も
音

響
技
術
資
料
・
技
術
用
語
説
明
の
充
実

な
ど
の
活
動
を
続
け
、会
員
企
業
各
社

の
技
術
者
の
知
識
・
技
術
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

講習会プログラム
■第1回　6月28日開催：基礎編

時間 題目 講師

13:30～13:35 はじめに 音環境専門部会主査

13:35～14:25 音の基本と吸音 ㈱大林組　渡辺充敏

14:35～15:25 音の伝搬と遮音 戸田建設㈱　土屋裕造

15:35～16:25 予測計算実習 清水建設㈱　宮島徹

16:25～16:40 総合質疑 全講師

■第2回　7月12日開催：事例編（1）「建物における音の諸問題（オフィスを中心に）」

時間 題目 講師

13:30～13:35 はじめに 音環境専門部会主査

13:35～14:05 外装の遮音と納まり 三井住友建設㈱　赤尾伸一

14:15～14:45 乾式間仕切り壁の遮音と納まり 大成建設㈱　冨髙隆

14:55～15:25 設備機器の空気伝搬音対策 ㈱竹中工務店　中川武彦

15:35～16:05 部屋の響きの設計 東急建設㈱　井上諭

16:05～16:20 総合質疑 全講師

■第3回　7月26日開催：事例編（2）「建物における音の諸問題（集合住宅を中心に）」

時間 題目 講師

13:30～13:35 はじめに 音環境専門部会主査

13:35～14:05 外装の遮音と納まり 前田建設工業㈱　藤橋克己

14:15～14:45 床衝撃音の基礎と設計施工上の留意点 ㈱奥村組　稲留康一

14:55～15:25 設備機器の固体伝搬音対策 鹿島建設㈱　古賀貴士

15:35～16:05 不思議音・異音の実例と調査・対策　 鉄建建設㈱　中澤真司

16:05～16:20 総合質疑 全講師
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